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１．はじめに

水田に生息するドジョウは鳥類の餌として高い関心の下にある例えば 1）．しかし，作付け

中の水田を個体数推定の調査対象とする場合，協力農家の確保が困難で事例は限られてい

る 2），3）．また，値の検証という点にも課題がある．そこで著者らは移出入防止策を講じた

実験水田と放流個体を用いて，回帰法（DeLury）によりほぼ妥当な推定値の得られること

を明らかとした 4）．本研究では，より省力的方法による個体数推定の可能性を検討する．

２．材料及び方法

1）実験概要 以下では 2013 年の実験を「実験 1」，2014 年の実験を「実験 2」と呼ぶ．

実験 1 は回帰法に基づく推定個体数の妥当性（前述）

及び個体数の空間分布特性（以下，「分布特性」），実

験 2 は個体数推定の省力化方法の実験と位置づけた．

実験には，両年とも同様の慣行栽培の行われる実験

水田を用いた（図 1 上）．

実験では，実験水田内 10 箇所に供試個体を放流

した後（図 1 上），目合い 4mm の金網製ウケの採捕

定点に対する設置・回収を繰り返した（図 1 中，下）．

繰り返し回数は実験 1 で 7 回，実験 2 で 5 回である

（表 1）．各回とも設置～回収までは一昼夜とし，お

茶パックに封入した直径約 2cm の練り餌を集魚剤と

した．回収時の採捕個体はその都度実験水田から除

去した．

2）分布特性 分布特性は，実験 1 から得た定点毎

の採捕個体数が定点を中心とする 2m×2m 区画の分

布数を示すものとし，分布集中度指数 Iδ
5）を求める

ことによって検討した．

3）個体数推定

表 1 実験概要 Outline of experiments

全長（mm）

平均（標準偏差）

実験1（2013年） 1,185 97（21） 5月30日 75 7回 6月11日～7月3日

実験2（2014年） 453 98（21） 6月19日 40 5回 6月20日～7月4日

放流 採捕

個体数 放流日 定点数 繰り返し 期間
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個体数推定には，広く

使用例がみられる対話式

プログラム CAPTURE

（PWRC）の mbh モデル
6）を用いた．

３．結果と考察

分布集中度指数 Iδ は

平均で 1.53，レンジで

1.00～2.17 の値を示し，一様分布でなくポアソン分布～やや集中分布の傾向にあると考え

られた．著者らは既に波板沿いの 36 定点（以下，「周縁」）とそれ以外の 39 定点（以下，

「内部」）の採捕個体数を解析し，周縁と内部の間に偏りは無いとみている 4）．ただし，そ

れと同時に，今回求めた Iδ が示す傾向はパッチ状の個体集中部が現れる可能性を示してお

り，定点数や定点間隔に留意する必要性を示唆している．

表 2 に実験 2 の結果を示した．表中の採捕率は，各回採捕前時点に残留する個体数を母

数とする．採捕率は 1 回目，5 回目でやや異なる値を示したものの大幅に異なるものでも

なく概ね 10%前後の値といえる．このことは，ごくラフな推定でも十分な場面においては，

採捕率に基づく個体数の概算可能性を示唆する．その場合は，採捕方法等の統一化や期待

される採捕率の検討が課題となる．

CAPTURE による推定個体数は 1～3，4，5 回目までの採捕個体数を用いた場合で各々222，

280，243 個体となり放流個体数の 49～62%を示した（表 2）．本結果のみから性急な結論

を得ることはできないが，この個体数推定は，内部に分布する個体に及ぶことなく，周縁

の分布個体数のみを評価したものとも考えられる．仮に，一つの採捕定点がその定点を中

心に 2m×2m 区画の個体分布をカバーし得る範囲（以下，「カバーエリア」）とすれば，全

40 定点でのカバーエリアは計 111m2，3m×3m 区画をカバーエリアとすれば計 144m2 であ

る．これらは実験水田面積 300m2 の 37～48%に相当し，各定点のカバーエリアがもう少し

広いとするならば妥当な値を得たとも考えられ，今後カバーエリアを検討する必要がある．

４．おわりに

得られた結果を踏まえて，農家に受け入れられやすく，より省力的な調査方法とその精

度等について，さらに実験を継続し検討を加えていく予定である．
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表 2 実験 2 の結果
Results of the experiment 2

採捕日 採捕個体数 採捕率(%)※ 推定個体数 95％信頼区間 割合(％)※※

1回目 6月21日 69 15 － － －

2回目 6月24日 42 11 － － －

3回目 6月27日 36 11 222 177～335 49

4回目 7月2日 34 11 280 225～408 62

5回目 7月4日 14 5 243 219～293 54

※採捕前の残留期待個体数に対する採捕個体数の割合
※※放流個体数に対する推定個体数の割合
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